
横浜市都筑公会堂平成30年度事業計画書

．施設概要

施 E量 名 横浜市都筑公会堂

所 在 I也 横浜市都筑区茅ヶ崎中央32-1

繕造 ． 規模 RC造一部SRC造 地よ3階 地 下 T階

延床面積 3, 1 3 6. 1 1 rri 

1 B皆 ロビー、ホール、リI＼ーサル室、事務室

施設内容 2B皆 和室、大会議室、小会議室

屋外 駐車場（3台〉

竣 工 日 平成7年3月31日

．指定管理者概要

指定管理者

代表者名

所在地

指定期間

各団体の

事業概要

横浜都市みらい・新都市ライフ共同事業体

株式会社横浜都市みらい
設立年月日 平成元年2月 1日

代表取締役社長安達哲郎

横浜市都筑区荏田東四丁目 10-4

平成27年4月1白から平成32年3月31日まで

｜【代表団体】株式会社横浜都市みらい

・商業施設、オフィスビル等の建設、経営及び管理
商業施設等 （都筑区〉あいたい、キーサウス、サウスウッド

（西区）横浜アンパンマンこどもミコ｝ジアム
. ）.温水、冷水、蒸気等の熱供給に関する業務（熱供給事業許司業務）

主な供給先 〈都筑区）都筑区総合庁舎、昭和大学横浜市北部病院、都筑警察署他

・地域や住民活動の活性化の支援 〔まちそだて事業〉

・土地活用コンサルタント業務、不動産売買、賃貸及び仲介 （宅地建物取引業許可業務〉

．宅地・住宅又は諸施設の管理業務

｜【構成団体］株式会社新都市ライフホールデインクス 1

・商業施設、公益施設、サービス施設等の建設、経営及び管理
商業施設等77施設
（ニュータウン関連40施設、再開発関連27施設、団地関連等10施設〉

．ホール運嘗
光がfilMAホール (500席〉

・再開発施設管理組合業務の受託 〈組合事務、建物維持管理〉
1 5施設、 27管理組合

・地域コミュニティー活性化事業、コンサルテインク事業
．損害煉険代理業



1. 全体的な考え方

r 
．「協働のまちづくり」に深く関わってきた、私だちならではのアプローチを行います。

、
・私たち〈横浜都市みらい・新都市ライフ共同事業体〉は、施設の安全・安山な運営管理や利
用促進に加えて、まちづくりという長期的・地域的な視点に立って、当公会堂の管理に取
り組んでいきます。

・当公会堂の指定管理を通じて、将来を担う子供たちが地域を愛し、誇りに思う「ふるさと
づくり」に貢献し、都筑区が目指す「宋来につながるまちづくり」の活動拠点として寄与す
るよう運営していきます。

ノ

2. 公会掌管理運営のための基本的な方針

・公会堂が市民の集会その他各種行事の揚である設置理怠に基づいた管理運曽を行うと
ともに、文化施設としても重要な「地域の活動・交流施設」としての機能を重視します。

・公共施設とレて、すべての施設利用者に対レ、公平・公正・平等に対応し運営いたします。

．貸館や自主事業等を遇じて住民間のつながりを促進し、「j舌力とにぎわいあふれるまちづく
り」「地域のつながりづくりの推進」や「地域文化の振興」に買献します。

．長年培ってきたノウハウや経験〔お客様対応、ソフト事業、災害対応、維持管理等〉を最
大限発揮し、「利用レやすさ」「快適さ」「親しみやすさ」「公平性」「地域連携」を意識し、

満足度の高いサービスの提供と質の高い管理を実践します。

3. 運営業務の実施方針

・目指す方向性
・より多くの人が気軽に訪れ、利用しやすく親レみやすい空間づくりを目指レます。
・館内に明るさ、娠わい、快適さを生み出し、施設全体の雰囲気やイメージを向上させます。
・地域の活動団体や人材に積極的に働きかけ、地域連携や市民協働による活動を推進レます。

・代表団体等が待つノウハウや経験を最大限活用
・代表団体が持つ1也元ネットワーク〈人、団体、情報等〉や構成団体が倍ってきた多くの
商業施設運蛍・ IMAホール運営のノウハウを最大限活かし、利用者の満足度（CS)
を向上させます。

・「自主事業」について
・区制運蛍方針、地域特性、当公会堂の役割を踏まえ、地元企業である強みを活かした「文
化芸術振興」「子育て支援」「健康づくり」などを企画し、当公会堂ならではの自主事業
を実施します。

1 



4. 人員・組織体制

・「人員配置・育成」について

・館長、副館長をはじめとした責任臓のスタッフ職員（事務・技術）に加え、非常勤の専門

技術マネージャーを置くことで、専門性と柔軟性・効率性を備えた組織体制とします。

【人員配置について］

項目 備考

館長 施設運曽管理責任者

副館長 施設運営管理副責任者講堂担当

技術マネージャー ホール舞台技術責任者

運営スタッフ 運蛍管理施設管理舞台照明音響担当

コンシェルジュ 全量（寸運営管理補助

※この他に本社職員・非常勤専門技術マネージャーが現場スタッフ業務のサポートに

あたります。

・役割に応じた適切な人材を配置し、業務上の知識・技術を幅広く修得できる研修を実施

します。

・職員のマルチスキル化を推進レ、各職員に柔軟Eつ高度な対応力を身につけさせます。ノ

・勤務体制等
・日中から夜間を遇して責任者を含む複紋名体制を維持レます。

また、スタッフ交代時には様々な課題や利用者からのご要望などを情報共有するため引き

継ぎ業務を行う重複時聞を設けます。、

5. サービス水準の維持・向上、利用促進

・利用促進に係る「サービス」について

【サービス全般】
・H P適宜更新レ、常に情報の鮮度を保ちます

情報発信・案内機能の強化卜（施設予約状況がタイムリー！こ分かるように情報提供レます〉
・代表団体の地域ポータルサイト〈マイ都筑ドットコム〉の活用・連機の継続

区民利用施設等との連携 卜他の区民利用施設等との連携による情報発信

ホール関連支援サービス｜・音醤・照明等の操作代行、看板・装飾桔等の演出の支援サービス及び紹介

物販等サービス 卜自動販売機等による飲料提供

情報案内コーナーの改善｜・調度昂の工夫、情報コンテンツの選定・見せ方等の見直し。案内サイン見直し

f・利用促進に係る「附帯サービス」について

・利用者サービスの一環とレての附帯業務サービス（照明・音響技術者のご紹介や市場価格

より安価な看板製作〉を充実レ、利用者が描く理想の公演内容に近づけるためのサポート

や業者手配の負担などの軽減を行います。

・利用者からの声を反映した施設利用環境の向上を図り、利用者二ーズに合致した利便性の

高い施設として運営します。 .J 
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．「利用者事前釘合せ」
・利用者の方には公演スケジュールの約 1ヶ月前に舞台設嘗、音響、照明、使用設備などに
ついて綿密な訂合せを行います。この事により当日のトラブル等を未然に防ぎ、利用者の

公演ニーズに合致するよう運営・サポートします。
・公会堂職員スタッフ全員が情報共有出来るよう、釘合せ内容を記載した「打合せ表」を作

成レ、担当職員が代わっても閲覧及び舞台設営のサポートが出来る体制を構築レます。 ノ

f・「ホームページ」について
• HPについては男やすさを重視した公会堂イベント情報の発信を行なうと共に、利用者の
利優位を高めることを目的に、施設予約状況の速やかな更新を行い、利用機会の促進を促し

ます。
• HPを公会堂の主要広報ツールとして関覧機会を1！！！やすために、関連情報やイベントなど
多種多様な情報を発信します。 ノ

・利用者ニーズの把握
・利用者ニーズの把握は公会堂の利用促進の上で最も重要な情報となるため、利用者と銭す
る中での生の声、年2回のアンケート、電話やホームページの問い合わせ等で要望・意見

を把握します。

・区との意見交換等による要望及び改善事項については、費用対効果や優先度を勘案しつつ
具体的改善に取組み、その効果の検証と共に POCAサイクルによる、更なる利用促進につ
なげます。

6. 施設維持管理業務の全体的な考え方

・「建物・設備の維持管理」について
・区の方針や管理水準を維持し、常に利用者の視点に立って、きめ細やかな対応を行います。
・保守点検等で専門性の高いものは委託しますが、日常的にはスタッフがチェックを行い、
建物等の適切な維持と長考命｛じに努めます。また、日々の日常清掃の他に休館日には計画

的な定期清掃を実施し、快適な施設環境を維持レます。

・「緊急時対応」について
・都筑区役所と連携レ迅速Eつ適切な初期苅応を行います。
また、公会室の「緊急時対応のマニュアル」のスタッフへの徹底と合わせ、当公会堂に
近接する代表団体の本社と連携したパックアップ体制を構築します。
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7. 建物・設備の維持管理

・「施設全体の保守・管理」について
・当公会堂は総合庁舎とレて都筑区役所との一体管理のため、共通する施設維持管理（空調

関係の運転・監視など保守／消防設備点検／建築設備定期点検／建築物定期点検等〉に闘して

は、区役所総務課と調整し適正に実施レます。
・自動ドア保守点検は専門業者に、設備巡視点検は商業施設運営における豊富な経験・実績

から指定管理者の育資格者が自ら実施します。

・法定点検及び日常点検を適切な時期に励行し、不具合の早期発男・早期改善に努めるなど

予防保全をI~＼がけます。また、施設及び備昆の修繕や改修は自らできる事は速やかに積極
的に行い、利用者のアメニティの向上と経費削減を行います。

・日頃から、省エネに資する取組みゃゴミの減量化にち配慮した運蛍を行います。

・「講堂管理」について
・照明機器／音響機器／舞台吊物装置／ピアノ（グランド及びアップライト〉は施行業者や地元

業者を中山に定期的にメンテナシスを実施し、利用者の使用時に支障のないように高品質

なサービスを展開レます。
・備晶等の整備・点検をこまめに実施し、利用者に備昂の不具合によるトラブルが起きない

ようにします。

．「清掃」について
・日常清掃や定期清掃は外部専門業者ヘ委託します。公会掌は小さし1お子さまの利用ち多い

ことから清掃に使う薬剤等については、人体への刺激が少なく、環境1こやさレい薬剤を使

用し安全・安I仏＼な施設管理を行います。

昼夜間は職員自ら館内を巡回し、汚損などを発見した際は適宜、清掃を実施することで、

公会堂のアメ二ティの向上につなげます。

8. 堅魚時の対応・対策

r•緊急時のマ二コアル等について
－地震・災害・事故等の緊急時には、利用者の避難・誘導・安全確保を第一に、「横浜市防災

計画」「都筑区防災計画」「指定管理者災害対応の手引き」などの各種マニュアルを全職員

が十分に把握レ行動します。
・「都筑公会堂 危機管理マニュアル」を研修等で周知徹底を図り、防災訓練等を遇して、適

宜見直しを図り、危機管理項目内容の刷新と状況に即したマニュアルに改善・変更を行い、ます。

4 
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．「災害」〈地震・火災等〉への苅応について

・「帰宅困難者一時滞在施設」として帰宅困難者を受け入れ避難誘導など、行政や周辺商業

施設等と連携して必要な対応を行います。

・日頃から消火栓や補助散水柱など消防設備や非難誘導灯などを定期的に巡回点検レ、有事
に備えます。

・都筑区役所や都筑公会堂独自の「防災訓練Jや「救命講習」の参加を遇して、公会堂職員

がAEDの取り扱いや救命講習など実践力を身につけ、危機対応能力の向上を図ります。

・設備・備昂等の日常点検、手入れを小まめに行い、劣化や損傷を防止し、事故等を未然に
防ぎます。

．「犯罪」への対応について

・職員による公会堂施設内外の巡回を徹底するとともに、日常的な施錠、来館者への挨拶、

声がけなどを徹底し、「自が行き届いている」という印象で、犯罪の予防対策を励行します。

・閉館後から翌日の開館時間まで夜闘機械警備を行い、安全確保に努めます。
・有事の際は区役所および警察署と連携し、二次被害の防止に努めます。

9. 個人情報保護について

／・個人情報保護に関する法令及びその他の規範及び横浜市個人情報保護に関する条例等を

遵守し、適切な情報管理を実施します。

・個人情報の取得にあたり、個人情報に関する個人の権利を尊重するとともに、利用目的を

明らかにし、個人情報の収集を最怪限にとどめ、取得した個人情報の使用範囲を限定し、
適切に扱います。

・毎年個人情報保護研修を実施していますが、本年ち、計画的にスキルアップを図るととちに、都筑公会堂運営における個人情報保護を全職員に徹底します。
ノ

以上
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（様式5)

平成30年度横浜市都筑公会堂管理計画書

項目 業務 内容 再委託会社 年回数 実施月
平成30年 平成31年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電
気

設惜巡視点検 設備巡視点検 自社 12 毎月 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
機 施設曹還者点検 施設管理者点検報告
械

自社 7月 。
設
備 消防用設備点樟 定期点検 （区役所総務課） 2 9・3月 。 。
設 舞台照明機器保守点検 設備機器点検

備

東芝エJレリテンィグー鯛
エンジヱア 2 8・2月 。 。

機
舞台吊物設惜保守点検 設惜機器点検 東宝舞台醐 2 5・11月 。 。

器管

理 音響設備保守点検 設情機器点検 側神奈川共立 2 6・1月 。 。
ピ

ゲランドピアノ 4 4・7・叩・1月 。 。 。 。ア
ノ ピアノ保守整惜 醐河合車器製作所
整

アップライトピアノ 2 
備

4・10月 。 。
建

自動ドア点検 定期点検 醐ドリサーームビ自ス動ドア 3 4・8・12月 。 。 。
物
等

機械警備点検 機械警惜 セコム 通年 毎日 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
日常靖掃 346 開館目 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

6 床情闘〉 。 。
床（洗溝浄掃・ワックス｝

。 。 。 。
清 6 カーベット明監月】 。 。 。 。 。 。
掃 館内清掃業務 醐自青舎
等

全館ガラス清掃 2 9・3月 。 。
スカイライト清掃 3月 。
照明器具靖栂 1 11月 。



（様式12)

平成30年度 『横浜市都筑公会堂」 収支予算書（案｝

収入の部 日出品、単位：千円）

科目
当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引

説明
(A) (B) (C=A+B) (D) (C-D) 

指定管理科 21,516 21,516 

利用料金収入 16,991 16,991 減免が年170万円を惣定

自主事業畑定置理科充当の自主事業｝眠λ

自主事業収入 300 300 

雑λ 1,874 1,874 

印刷代

自動販売機手数料 837 837 

駐車場刺用料収入

その他（スタッフ畳注広告） 1,037 1,037 

収入合計 40,681 。 40,681 。 。
支出の部

科目
当初予算額 補正額 予算l）！額 決算額 差号l

説明
(A) (B) (C=A+B) (D) (C-D) 

人件費 20,205 20,205 

給与・賃金 20,205 20,205 

社会保険料

通勤手当

健康診断賀

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金綜入額

事務質 1,797 1,797 

旅費 10 10 

消耗品質 745 745 

金調賄い賀 10 10 

印刷製本賀 160 160 

通信費 240 240 

使用料及び賃借料 237 237 

横浜市へ叩支払分 237 237 

その他

備品購入費 100 100 

図書購入費 10 10 

施設賠償責任保険 95 95 

職員等研修費 30 30 

据込手数料 4 4 

Uース料 156 156 

その他 。 。
事業費 130 130 

自主事鍵（指定置理科充当の自主事車，. 130 130 

自主事業費

管理費 15,757 15,757 

光熱水費 6,238 6,238 

電気料金 5,240 5,240 

ガス料金 。 。
水道料金 998 998 

清掃賀 2,381 2,381 

修繕買 600 600 

施設管理諸費 360 360 

誼備保全賀 3,586 3,586 

建築設備保守費 1,200 1,200 

自動ドア担守買 156 156 

舞台照明機器保守買 864 864 

舞台吊物装置保守買 378 378 

舞台音留保守買 772 772 

ピアノ調牌保全買 216 216 

舞台設備按術賀 2,592 2,592 

公租公課 1,028 1,028 

事業所税

消費税 1,016 1,016 

,Pi.航証 12 12 

その他

事務経費 （！十算怨縄を説明欄位記俄） 1,200 1,200 

｜本部分 1,200 1,200 

当該施設分

その他（スタッフ受注・広告） 564 564 

支出合計 40,681 。 40,681 。
差引 。 。 。 。 。



（様式14)

自主事業実施計画

年間で3企画程塵杢望堕杢窒

事業名 目的・内容等

誰にでち気軽に音楽に親しんでもらえるよう「ワシコイン」で

地元市民の方に向けコンサートを実施します。

ワンコイン 企画（選曲）内容によって、ソロや四重奏から30名前後のオーケス
1 

コンサート トラまでを編成する予定です。

平成29年度は「人生フルーツ」 「世界に片隅にJなどを上映し、好

評でしたが、平均年齢ち若い都筑区は小さなお子様ち多いことか

都筑公会室 ら、家族で気軽に参加できる映画上映会を企画します。
2 

親子映画試写会 「映函館デビューJと題し、お子様向けの上映会を実施します。

また、市や区と協議・提携し「こどち家庭支援」や各施設などをア

ビールでき否場を設け区役所と連携ち図ります。

暮らしL役立つDI Y講座。

主に集合住宅にお住まいの方を対象にマイホームのメンテナシスや

「DIYJ講座
暮らしの彩りに役立つアイデアを学びます。

3 
またキッチンで役立つ台所用品を製作します。

すきま時間でちできる今話題の健康法「龍村式指ヨガ」を体験でき

る講座です。ヨ刀未経験の方、運動の苦手な方、足腰に不安のある

心と体スッキリ l
方にち参加していただけます。幅広い年齢層の方に実践していただ

4 けるセルフケア法、指ヨガ。手指を気持ちよく伸ばし、その自の疲
指ヨ刀講座

れはその日のうちにスvキリ軽く！。



r 

利用者

平成30年度横浜市都筑公会堂自己評価表

達成目標

・長年培ってきたノウハウや経験を最大限発揮し、「利用しやす

さJ「快適さ」『親しみやすさJ「公平性」「地域連携Jを意識

し、満足度の高いサービスの提供と質の高い管理を実践しま

す。

運営業務の実施方針

・すべての施設利用者に対し、公平・公正・平等に対応し運営

いたします。

サービス｜利用者サービス水準の維持・向上、利用促進計画
・利用者ニーズへの対応

－職員の接客力向上（笑顔・挨拶・声掛け等）

・ホームページ及び館内掲示版の施設予約状況の速やかな更新
．利用者アンケート等の実施

・利用者満足度調査平成30年度比向上

・アンケートから利用者サービスに関する分析・対応



対象年度に行う予定のもの

－より多くの人が訪れ利用しやすく、親しみやすい空間づくり

を目指します。

－施設全体の雰囲気、明るさ、賑わい、快適さの創出にっとめ

ます。

－地域連携や市民協働による活動を推進する為に、地域の活動

団体や人材に積極的に働きかけます。

管理運営組織の計画

－責任職¢他、スタッフ職員の常勤職員に加えて受付担当者

など常時複数人によるシフト体制でご利用者さまニ｝ズに対

応いたします。

必要人材の配置と職能

・ホーノレの運営については、必要に応じ、非常勤の専門技術

業務運嘗
職員を配置することで、柔軟性と効率的な組織体制を構築

し利用者＝ーズにお応えします。

緊急時の対応計画

－災害、事件、事故、急病等の緊急時対応マニュアノレに沿っ

て対応するものとし、また、避難訓練等についても定期的に

実施致します。

施設の保守管理・補修計画

－管理計画書の基づき定期的な保守点検を実施するとともに

補修に関しては適宜、横浜市との調整を行い、必要箇所につ

いて修繕を実施してまいります。

清掃計画・外構植栽管理・保安警備計画

・清掃については毎日の日常清掃をはじめ、休館日には定期清

掃を行います。都筑区は小さな子どもが多く高齢者の利用も

多いことから、清掃に使う薬剤等は人体や環境にやさしい製

品を使用し安全・安心な施設管理を行います。

、．



,--

自主事業

・下記より自主事業を年3回程度開催いたします。

業務運営 （案）ワンコインコンサート 親子映画会 DI Y教室

心と身体スッキリ 1指ヨガ講座

など

対象年度に行う予定のもの

職員育成
・年1回以上、舞台装置に係る技術習得の研修会を実施

－個人情報保護研修の実施

－接遇研修・防災訓練の実施

施設の保守管理・補修計画に記載しているもので対象年度に行

う予定のもの

収入計画

・稼働率が高い施設のため稼働率を維持し、利用料金収入を維

財 務 持します。

支出計画

・修繕については内製化でコスト削減を行い、専門性の高い分

野についての修繕は外部に委託します。

・修繕やメンテについて委託は可能な限り、横浜市の事業者へ

発注します。

利用者等の意見の把握方法

・利用者アンケート等の実施・対応 （月間及び自主事業）

利用者等 ・窓口による意見・苦情の受付・対応

の意見 －アンケートB0 Xの設置

・ホームページからのご意見等の受付

・ご意見ダイヤノレの掲示

《自己評価》

A 計画、目標を上回って実施

B：計画、目標を保持して実施

C 計画、目標を下回って実施

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載




